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衆
議
院
議
員
赤
嶺
政
賢
君
提
出
大
分
県
大
分
市
の
舟
平
産
業
廃
棄
物
処
分
場
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
七
条

第
十
四
号
に
規
定
す
る
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
（
以
下
「
最
終
処
分
場
」
と
い
う
。
）
の
維
持
管
理
は
、
当
該
最
終
処

分
場
に
つ
い
て
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）

第
十
五
条
第
一
項
の
設
置
の
許
可
を
受
け
た
者
（
以
下
「
設
置
者
」
と
い
う
。
）
が
法
第
十
五
条
の
二
の
二
に
規
定
す
る
技

術
上
の
基
準
（
以
下
「
維
持
管
理
基
準
」
と
い
う
。
）
等
に
従
っ
て
適
切
に
行
う
必
要
が
あ
る
が
、
最
終
処
分
場
か
ら
の
産

業
廃
棄
物
の
流
出
等
に
よ
り
生
活
環
境
保
全
上
の
支
障
が
生
じ
、
又
は
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
都

道
府
県
知
事
（
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
に
あ
っ
て
は
、
市
長
又
は
区
長
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
法
第
十
九
条
の

五
等
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
最
終
処
分
場
の
設
置
者
等
に
対
し
、
そ
の
支
障
の
除
去
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
等
を
命

ず
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
等
、
産
業
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に

努
め
る
責
務
を
有
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

一



最
終
処
分
場
の
う
ち
、
令
第
七
条
第
十
四
号
ロ
に
規
定
す
る
も
の
（
以
下
「
安
定
型
最
終
処
分
場
」
と
い
う
。
）
に
お
い

て
産
業
廃
棄
物
の
埋
立
処
分
を
行
う
場
合
に
は
、
事
業
者
は
、
令
第
六
条
第
一
項
第
三
号
ロ
の
規
定
に
よ
り
、
令
第
六
条
第

一
項
第
三
号
イ
�
か
ら
�
ま
で
に
掲
げ
る
産
業
廃
棄
物
（
以
下
「
安
定
型
産
業
廃
棄
物
」
と
い
う
。
）
以
外
の
廃
棄
物
が
混

入
し
、
又
は
付
着
す
る
お
そ
れ
の
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
御
指
摘
の
「
有
害
物
質
を
含

ん
だ
り
、
分
解
し
て
有
害
物
質
を
発
生
し
た
り
す
る
も
の
、
腐
敗
す
る
よ
う
な
有
機
物
」
で
あ
る
産
業
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、

安
定
型
産
業
廃
棄
物
に
該
当
し
な
い
こ
と
か
ら
、
安
定
型
最
終
処
分
場
に
お
い
て
埋
立
処
分
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

三
に
つ
い
て

都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
十
五
条
第
一
項
の
設
置
の
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
申
請
が
法
第
十
五
条
の
二
第

一
項
に
規
定
す
る
許
可
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
で
な
け
れ
ば
、
許
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る

が
、
当
該
許
可
の
基
準
に
お
い
て
は
、
御
指
摘
の
よ
う
な
中
間
処
理
施
設
と
最
終
処
分
場
と
を
別
の
場
所
に
設
置
す
る
こ
と

は
要
件
と
さ
れ
て
い
な
い
。

四
に
つ
い
て

安
定
型
最
終
処
分
場
に
つ
い
て
の
維
持
管
理
基
準
に
お
い
て
は
、
設
置
者
は
、
採
取
設
備
に
よ
り
採
取
さ
れ
た
浸
透
水
の

二



水
質
に
つ
い
て
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
等
の
検
査
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
当
該
検
査
の
結
果
、
生
物
化
学
的
酸
素

要
求
量
等
が
基
準
値
を
超
え
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
最
終
処
分
場
へ
の
産
業
廃
棄
物
の
搬
入
を
中
止
す
る
等
の
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
保
健
所
を
設
置
す
る
大
分
市
に
お
い
て
、
法
に
基
づ
く
立
入
検
査
等
の
適
切
な
処
理
が

な
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

設
置
者
に
対
す
る
改
善
命
令
等
の
措
置
は
、
法
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
知
事
が
実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
関
係
大

臣
に
お
い
て
、
都
道
府
県
等
に
よ
る
事
務
の
処
理
が
著
し
く
適
正
を
欠
い
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和

二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
五
条
の
七
の
規
定
に
よ
る
是
正
の
指
示
等
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

都
道
府
県
知
事
は
、
法
に
基
づ
き
、
当
該
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
が
設
置
さ
れ
た
都
道
府
県
外
か
ら
の
産
業
廃
棄
物
の
搬

入
に
つ
い
て
制
限
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
、
当
該
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
が
設
置
さ
れ
た
都
道
府
県
外
か
ら
の
産
業
廃
棄
物
の
搬
入
の
制
限
等
を
行
う
条
例
又

は
規
則
を
制
定
し
て
い
る
都
道
府
県
及
び
保
健
所
を
設
置
す
る
市
と
し
て
は
、
平
成
十
七
年
二
月
現
在
、
青
森
県
、
岩
手
県
、

三



秋
田
県
、
福
島
県
、
新
潟
県
、
愛
知
県
、
三
重
県
、
岡
山
県
、
香
川
県
、
名
古
屋
市
、
岡
山
市
、
豊
田
市
、
豊
橋
市
及
び
倉

敷
市
が
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

七
に
つ
い
て

都
道
府
県
別
の
最
終
処
分
場
の
設
置
数
は
、
環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
保
健
所
を
設
置

す
る
市
別
の
最
終
処
分
場
の
設
置
数
は
、
環
境
省
が
取
り
ま
と
め
て
い
る
「
産
業
廃
棄
物
行
政
組
織
等
調
査
報
告
書
」
に
お

い
て
公
表
し
て
い
る
。

四


